
日刊金属 平成28年2月22日(月) （2） (第三種郵便物認可） 

 1月の銅マーケットレポート及び2月の見通し(下) 

橋本アルミ（株） 橋本健一郎氏 

予想レンジ  

ＬＭＥセツル     ４３００－４７００ドル            ☂  弱い 

    建値     ５５０－６２０円               ☂  弱い 

    為替     １１７～１２２円 （１か月間ＴＴＭ）     ☂  円高 

※平成28年2月19日付の記事の続です。 

【住宅着工数】 

・ 平成２７年１２月の住宅着工戸数は７５，４

５２戸で、前年同月比で１．３％減となった。

また、季節調整済年率換算値では８６．０万戸

（前月比２．２％減）となった。 

・ 利用関係別にみると、実数値では、前年同月

比で貸家が増、持家、分譲住宅が減となった。

季節調整値についても、前月比で貸家が増、持

家、分譲住宅が減となった。 

・ 住宅着工の動向については、全体として平成

２６年４月の消費税率引上げに伴う駆け込み需

要の反動の影響からの持ち直しが続いてきたも

のの、足下では横ばいの動きとなっている。 

・ 引き続き、今後の動向をしっかりと注視して

いく必要がある。 

（持家） 

前年同月比では８か月ぶりの減少（前年同月比

５．４％減、季節調整値の前月比では５．１％

減）。 

（貸家） 

前年同月比では２か月連続の増加（前年同月比

３.９％増、季節調整値の前月比では１．４％

増）。 

（分譲住宅） 

前年同月比では２か月ぶりの減少（前年同月比

３．５％減、季節調整値の前月比では６．１％

減）。 

（分譲マンション） 

前年同月比では４か月連続の減少（前年同月比

１３．５％減）。 

（分譲一戸建住宅） 

前年同月比では２か月連続の増加（前年同月比

３．９％増）。  

【伸銅品生産】 

伸銅品生産 前年比－7.9％の6万610ｔ 10カ月

連続マイナス 

内需 5万892ｔ －6.2％ 14カ月連続マイナス 

輸出   9718ｔ －16.3% 9カ月連続マイナ

ス 

銅条  1万8222ｔ －13.1% 8カ月連続マイナ

ス 

黄銅棒1万4958ｔ ＋1.8%   2カ月連続プラス  

底入れの兆し？ 

【電線】 

前年比－2.6％の5万8400ｔ 

うち 国内 －0.6％ 輸出が －63.7％。 

通信  ＋ 10.1％、電力  － 8.3％  電気機械 

－1.7％ 自動車 ＋0.8％  

建設電販＋2.3% その他内需－11.5％  

【輸出】  

電気銅輸出が前年比－13.8％の2万8488ｔ。  

銅スクラップは－28.4％の2万1247ｔ。  

【輸入】 

電気銅が＋117.9％の6569ｔ。 

スクラップは＋18.9％の6572ｔ。  

【見通し】 

・自動車は生産が２ヵ月ぶり減少の－2.3%。1月

の国内販売台数が前年比＋0.2% 

生産が２カ月振りマイナス、販売が4カ月連続プ

ラス。 

生産が再び減少となった。販売の方が微増では

あるが４カ月連続プラスに。 

ただ増加の幅が縮小しており注視が必要。  

・ 住宅着工の動向については、全体として平成

２６年４月の消費税率引上げに伴う駆け込み需

要の反動の影響からの持ち直しが続いてきたも

のの、足下では横ばいの動きとなっている。 

・ 引き続き、今後の動向をしっかりと注視して

いく必要がある。 

・伸 銅 品  10 カ 月 連 続 マ イ ナ ス の 前 年

比－7.9％。 

需要の多い銅条が、８カ月連続マイナス。黄銅

棒が２カ月連続プラス、輸出も前月に続き減少

が続き９カ月連続二けたマイナスの―17.9パー

セント。 

黄銅棒が2カ月連続でプラスに転じており今後の

回復が望まれる。 

・電線 輸出が７カ月連続二桁減少。内需も減

少 

・銅輸出は生産減少による国内玉の不足から地

金、スクラップ共に内需の発生難を受けて減少

した。 

・銅輸入は、生産減少による国内玉の不足から

地金、スクラップ共に内需の発生難や一時的な

円高を受けて増加した。 

【スクラップ需給予想】 

流通在庫は、銅建値が60万台に載った事から 
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PV EXPO 2016 ～第9回［国際］太陽電池展～東京ビッグサイトで 
3月2日から 同時開催 FC EXPO2016 第12回 国際水素・燃料電池展  

 リード エグジビション ジャパン株式会社

（本社・東京都新宿区、代表取締役社長・石積 

忠夫）は 17日、3  月  2  日（水）から  4  日

（金）までの 3 日間、東京ビッグサイト（東京

都江東区）で「FC EXPO 2016 ～第 12 回 国際

水素・燃料電池展～」および「PV EXPO 2016 ～

第 9 回 国際太陽電池展～」 を開催することを

発表した。「FC EXPO 2016」および「PV EXPO 

2016」は、新エネルギーに関連する 9つの展示

会を総称し た「第 12 回 スマートエネルギー

Week 2016」内での開催となる。 

 再生可能エネルギーの本命として普及が進む

太陽光発電。太陽電池の発電効率はさらに高ま

るとともに、技術革 新によるコスト削減や製造

プロセスの効率化も大きく進んでいる。「PV 

EXPO 2016 ～第 9 回 国際太陽電池展～」 で

は、太陽電池だけでなく、太陽電池／太陽光発

電システムの研究開発・製造に必要な最新技

術、最先端の製造設 備・部品材料が多数出展す

る予定である。 

 また同時開催として、「FC EXPO 2016 ～第 

12 回 国際水素・燃料電池展～」が開催され

る。究極のエコカーとして注目が集まる燃料電

池自動車（FCV）の市販化を皮切りに、インフラ

整備・研究開発が進む水素・燃料電池市場。現

在、日本各地で水素ステーションの設置や設置

計画が進んでおり、今後は FCV の普及が大きく

拡大することが期待されている。「FC EXPO 

2016 ～第 12 回 国際水素・燃料電池展～」で

は、水素・燃料電池の 研究開発、製造に必要な

あらゆる技術、部品・材料、装置、燃料電池シ

ステムが一堂に集結する。 

 また同会場では、第7回太陽光発電システム施

工展、第7回国際二次電池展「バッテリージャパ

ン」、第6回エコハウス＆エコビルディング

EXPO、第6回国

際スマートグ

リッドEXPO、

第4回国際風力

発電展「WIND 

EXPO2016」、

第2回電力自由

化EXPO、第1回

国際バイオマ

ス発電展など

も同時開催さ

れ、様々な企

業や研究団体

などが参加予

定である。  

一次問屋への売り込みはあった。 

ただ円高をうけて電気銅を多く輸入しておりそ

れが使用されるまでメーカーの買い気は 

薄く今月内は需給は緩いのではないか。 

【価格・為替予想】 

今月は、春節明けの中国動向と原油の生産調整

問題に左右される。 

春節明けの中国の動向に関しては、上海株が

デッドラインと言われた３５００を大きく下回

る２７００付近で推移してるにも関わらず、有

効な対策を未だ打ててないのが現状。 

新たな対策が出る可能もとぼしく良くて現状維

持ではないか？ 

原油減産問題に関しては、 採算ラインと言わ

れる40ドルを大きく下回る３０ドル近辺で推移

しており ＯＰＥＣ 非ＯＰＥＣ ロシアなど

との減産合意が取り喘げられるも、サウジとイ

ランの国交断絶が修復する見込みもなく、今月

中の減産合意はないのではないか？ 

それらを踏まえた２月の銅価格は、中国が新た

な株価対策などを行い、原油の減産合意が行わ

れた場合、1月高値の一段高4700ドルを予測。い

ずれかの場合は4500ドル。 

下値はいずれの条件も達成できなかった場合1月

もう一段安値の4300ドル。  

為替は、ＥＣＢも追加金融緩和に関しては日本

ほど積極的でない事。人民元流出に関して案の

対策もないことが考えられる。 

それらを踏まえ予測は 

上値はＥＣＢが追加禁輸緩和をした場合新興国

からの資金吸い上げに伴う対ユーロでの円高や

人民元の流出加速からの１１７円台を予測。下

値は金融緩和を行わず、人民元流出対策を行っ

た場合１２２円台。  

銅建値に関しては５５０－６２０円程度と予測

している。  


